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研究成果の概要（和文）：本研究の成果は、英国での実地調査や英国研究者を招聘して開催
した研究会に基づいて、地域再生におけるネイバーフッド（基礎自治体内の小地域）・ガバ
ナンスの理論を構築し、日英比較の可能性を明らかにした点である。理論と実態の両面か
ら詳細に検証したことにより、わが国におけるネイバーフッド・ガバナンスの先駆的かつ
包括的な研究となった。また、英国の大学研究機関と交流しており、今後の国際的な比較
研究へ発展させることが可能である。 

 
研究成果の概要（英文）：The study has achieved a remarkable result in developing the theory 
of neighbourhood governance, and clarifying the comparability of Japanese-British 
regeneration scheme. Our research has based on fieldwork in neighbourhood areas, and 
discussion on the subject of neighbourhood regeneration policy and governance theory 
with the assistance from the British researchers. We have also developed a pioneering 
and comprehensive study in Japanese local affairs, with examining both theory and 
reality. Now we further develop the cooperative relationships with Local Governance 
Research Unit, De Montfort University, and aim to deepen an international comparative 
study in the future. 
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１．研究開始当初の背景 
（1）1997 年発足のブレア労働党政権では、
都市部を中心とした基礎自治体内の小地域
（ネイバーフッド）を公共サービス供給の主
体とすることを狙った地域再生政策が実施
されており、その意図と実態の解明が研究開
始の動機であった。このネイバーフッドへの
権限委譲は、小地域への自治体内分権という
視点から考察できるものであった。わが国に
おいても市町村合併により基礎自治体が広
域化しており、小地域レベルでの公共サービ
スの供給という今後の課題とも重なり合う
という視点もあった。 
 
（2）また、現代の都市部における新たな社
会問題として社会的排除に着目し、この問題
への解決策であるソーシャル・インクルージ
ョンと地域再生が、英国ではどのように関連
しているかについて関心を寄せていたこと
も背景にあった。 
 
 
２．研究の目的 
（1）英国の都市部を中心としたネイバーフ
ッドレベルでのガバナンスの実態と理論的
枠組みの考察、ネイバーフッドレベルの組織
への公共サービスの運営に関する権限委譲
の動きと中央政府の意図について検証する
ことを目的とした。 
 
（2）また、ネイバーフッドレベルでの公共
サービスの運営に関する意思決定構造にお
いて、地域住民の参画がどのレベルまで及ん
でいるのか、その構造がインクルージョンの
機能を発揮しているかを明らかにすること
も目的とした。このインクルージョン機能の
解明は、わが国の地域福祉における小地域レ
ベルでの意思決定に対して示唆を得ること
も企図したものであった。 
 
 
３．研究の方法 
（1）毎月研究会を開催し、ネイバーフッド・
ガバナンスに関する英国の最新の研究文献
や資料を考察した。同時に、日英両国におい
て英国研究者との研究会の機会を設けた。英
国の最新事情を聞くだけでなく、理論面に関
する意見交換を行った。 
 
（2）さらに、ネイバーフッドレベルでのガ
バナンスの実態を把握するため渡英し、実地
調査を行った。各地のネイバーフッドレベル
の組織や関連機関を訪問し、担当者からヒア

リング調査を実施した。都市再生がテーマで
あるため、ロンドン（大都市部）、レスター
（地方中心都市）が実地調査の中心であった
が、比較のためにグロスターシャー（農村部）
での調査も行った。 
 
 
４．研究成果 
（1）本研究の主たる成果は、地域再生にお
けるネイバーフッド・ガバナンスの理論構築
ならびに日英比較の可能性へ展望を開いた
点にある。 
 
（2）毎月研究会を開催し、最新の文献や資
料を考察したが、さらに英国から複数の研究
者を招聘して研究会を開催した。2009 年 2 月
にポーツマス大学名誉教授ノーマン・ジョン
ソン氏、同年 3月にド・モンフォル大学（レ
スター）ローカル・ガバナンス研究ユニット
のリサーチ・フェローのキャサリン・デュロ
ース氏、2010 年 1 月には同ユニットのヴィヴ
ィアン・ラウンズ教授の 3名である。ジョン
ソン氏は地域再生における民間セクターの
役割に着目し、特に社会的企業の活動を紹介
することで福祉多元主義の内容を豊富化し
た。デュロース氏は、政府のネイバーフッド
政策が後退を始めており、特に雇用面では広
域調整(マルチ・エリア協定の展開)が必要に
なっている実態を紹介した。ラウンズ教授は、
ネイバーフッド・ガバナンスは地域民主主義
の試金石であるが、サービス領域によってネ
イバーフッド・ガバナンスの実践が決まり、
小地域特有のサービス領域があり、かつその
財政負担は住民の意思に依ることを指摘し
た。総じて研究会では、ネイバーフッド・ガ
バナンスの理論、労働党政権下での自治体に
おける公民関係の変化、ネイバーフッドレベ
ルにおけるエンパワメント政策の実態、地域
再生におけるボランタリー・コミュニティ
ー・セクターや社会的企業の役割といった点
から活発に意見交換を行った。また、招聘し
た際にはかならず関西学院大学にて公開講
演会を開催しており、研究者間での意見交換
にとどまらず、一般市民にも広く成果を公表
することに努めた。3 回とも多数の一般市民
が来場し、講演後の質疑応答では研究者だけ
でなく一般参加者からも質問が相次ぎ、活発
な議論が行われた。なお、ド・モンフォル大
学のデュロース氏とラウンズ教授は、2008 年
度の渡英調査の際に本研究会の調査メンバ
ーを受け入れたことから招聘に発展したも
のである。 
 



（3）これらの活動により、ネイバーフッド・
ガバナンスが、国家（ナショナル）や広域自
治体（リージョナル）、基礎自治体（ローカ
ル）の各レベルのガバナンスとどのように相
互作用を発揮し、地域再生の実践につながっ
ているかを理論的に明らかにすることがで
きた。この具体的な成果の一つが、研究代表
者山本隆の単著『ローカル・ガバナンス―福
祉政策と協治の戦略』である。 
 
（4）また、理論構築の成果により、単なる
英国研究に終わることなく、わが国でのネイ
バーフッド・ガバナンスの実践の探究を可能
にした。これは、日英比較にとどまらず、ネ
イバーフッドレベルにおけるガバナンスの
多国間での比較研究につながるものである。 
 
（5）ネイバーフッド・ガバナンスや住民参
画、インクルージョンの実態については、
2007年と 2008年の 2度の英国調査において、
前出のロンドン（ニューハム・バラ）やレス
ターなどのネイバーフッド組織や関連機関
を訪問、担当者からヒアリング調査を行うこ
とで把握した。具体的には、自治体内の小地
域の公共サービス供給に関わるネイバーフ
ッド・マネジメント組織、自治体レベルでの
サービス供給の意思決定組織である地域戦
略パートナーシップ（LSP）、若者の就労や生
活支援を行っている団体、地方自治体の行政
機関、農村部での小地域レベルの自治機関で
あるパリッシュ議会などを訪問した。これら
の調査の成果は、研究代表者や分担者を中心
に主に論文の形でまとめられ、公表すること
ができた。 
 
（6）この実態面について、研究代表者山本
隆を中心に研究会メンバーにより、2010 年 6
月から専門雑誌において「ネイバーフッド・
ガバナンスと地域再生」(『賃金と社会保障』
掲載予定、旬報社)のタイトルで長期連載を
開始している。これも本研究の主たる成果の
一つである。 
 
（7）上記のように、地域再生におけるネイ
バーフッド・ガバナンスを理論と実態の両面
から詳細に検証したことにより、本研究はわ
が国におけるネイバーフッド・ガバナンスの
先駆的かつ包括的な研究となったと考える。 
 
（8）国際的な交流面での成果としては、前
出のド・モンフォル大学ローカル・ガバナン
ス研究ユニットとの関係構築に成功した点
があげられる。今後は、同ユニットとの関係
を活かしてさらなる研究者の招聘や国際シ
ンポジウムの開催を考えている。 
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